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京
都
府
舞
鶴
市
布
敷
地
区
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の
弥
勒
堂
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伝
わ
る
如
来

坐
像
の
修
復
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岡
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史
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山
﨑
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本
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客
員
教
授
・
愛
知
県
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芸
術
大
学
名
誉
教
授
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京
都
造
形
芸
術
大
学
歴
史
遺
産
学
科
で
は
、
け
い
は
ん
な
の
関
西
学
術
研
究
都
市
に
お
け

る
歴
史
遺
産
総
合
調
査
や
、
京
都
寺
町
通
り
に
所
在
し
た
寺
院
に
お
け
る
文
書
調
査
な
ど
、

学
科
創
設
時
よ
り
地
域
貢
献
型
演
習
授
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
平
成
二
十
四・
二
十
五
年

度
の
二
か
年
間
は
「
行
動
す
る
歴
史
学
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
掲
げ
、
東
日
本
大
震
災
被
災
資

料
の
救
出
・
保
存
事
業
、
京
都
市
内
剣
鉾
調
査
、
京
都
府
舞
鶴
市
布
敷
の
弥
勒
仏
保
存
修
復

事
業
等
に
つ
い
て
、
三
年
次
生
対
象
の
演
習
科
目
「
歴
史
遺
産
学
演
習
Ｉ
」
に
お
い
て
実
施

し
た
。
本
稿
は
、
こ
の
う
ち
京
都
府
舞
鶴
市
布
敷
の
弥
勒
仏
保
存
修
復
事
業
に
つ
い
て
報
告

す
る
も
の
で
あ
る
。

一
．
舞
鶴
市
布
敷
地
区
と
弥
勒
仏

（
一
）
沿
革

　

布
敷
は
、
京
都
府
北
部
に
あ
る
舞
鶴
市
内
を
流
れ
る
伊
佐
津
川
の
支
流
で
あ
る
池
内
川
右

岸
に
位
置
し
、
近
世
に
お
い
て
は
丹
後
国
加
佐
郡
布
敷
村
と
称
し
た
。
享
保
年
間
に
は
田
辺

藩
池
ノ
内
代
官
の
官
下
に
あ
り
、
石
高
一
四
八
石
余
、
家
数
五
一
、
人
口
は
一
六
三
名
で

あ
っ
た
。
明
治
二
十
二
年
に
今
田
・
堀
・
池
内
下
・
別
所
・
上
根
・
寺
田
・
白
滝
・
岸
谷
と

合
併
し
て
池
内
村
と
な
っ
た
が
、
村
役
場
は
布
敷
に
置
か
れ
た
。
昭
和
十
一
年
に
舞
鶴
町
と

合
併
し
、
昭
和
十
三
年
か
ら
舞
鶴
市
の
大
字
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
「
池
内
」
は
南
北
朝
期
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
の
保
名
で
も
あ
り
、『
加
佐
郡
誌
』
に
よ
れ

ば
そ
の
名
の
由
来
は
、
往
古
、
五
老
岳
の
山
崩
れ
に
よ
っ
て
川
が
堰
き
止
め
ら
れ
池
と
な
っ

た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。
な
お
、
こ
の
時
、
白
布
を
敷
い
た
よ
う
な
大
滝
が
で
き
た
こ
と
か

ら
「
布
敷
」
の
地
名
が
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
。

　

布
敷
自
治
会
で
は
、
平
成
二
十
一
年
度
に
地
域
活
性
化
の
た
め
に
舞
鶴
市
地
域
づ
く
り
サ

ポ
ー
ト
制
度
モ
デ
ル
地
域
の
採
択
を
受
け
て
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
以
後
様
々
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
地
域
に
所
在
す
る
弥
勒
堂
の
屋
根
修
理
が
行

わ
れ
た
。
こ
の
と
き
堂
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
弥
勒
仏
が
雨
漏
り
等
に
よ
っ
て
損
傷
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
弥
勒
仏
に
つ
い
て
も
保
存
修
復
を
行
う
こ
と
に
な
り
、

本
学
歴
史
遺
産
学
科
が
そ
の
委
託
を
受
け
た
。

　

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
一
月
三
十
一
日
、
本
学
歴
史
遺
産
学
科
山
﨑
隆
之
客
員
教

授
（
愛
知
県
立
芸
術
大
学
名
誉
教
授
）、
同
教
授
岡
田
文
男
、
同
仲
隆
裕
の
三
名
が
現
地
に
赴

き
、
布
敷
ビ
ジ
ョ
ン
実
行
委
員
長
ほ
か
布
敷
自
治
会
役
員
立
会
い
の
も
と
、
弥
勒
堂
な
ら
び

に
布
敷
地
区
墓
地
内
に
あ
る
文
殊
堂
の
安
置
仏
の
現
状
調
査
を
行
っ
た
。

　

調
査
の
結
果
、
山
﨑
の
見
解
で
は
弥
勒
仏
に
つ
い
て
は
右
手
首
、
裳
先
の
欠
失
は
み
ら
れ

る
も
の
の
、
仏
像
の
木
地
は
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
損
傷
自
体
は
比
較
的
軽
微
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
学
歴
史
遺
産
学
科
の
授
業
に
お
い
て
山
﨑
に
よ
る
指
導
の
も
と
で

学
生
が
欠
失
部
位
を
補
い
、
さ
ら
に
漆
箔
を
押
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

　

ま
た
、
文
殊
堂
の
文
殊
菩
薩
像
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
保
存
修
復
が
検
討
さ
れ
た
も
の
の

実
施
に
至
ら
ず
、
現
在
御
身
代
わ
り
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
弥
勒
仏
の
保
存
修
復
に
合
わ

せ
、
こ
の
機
会
に
文
殊
菩
薩
像
に
つ
い
て
も
保
存
修
復
を
行
い
た
い
と
の
地
元
の
要
望
を
受

け
、
両
像
を
本
学
歴
史
遺
産
学
科
に
お
い
て
保
存
修
復
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
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な
お
、
弥
勒
仏
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
六
年
三
月
に
保
存
修
復
を
終
え
、
同
年
四
月
十
三

日
に
弥
勒
堂
に
戻
さ
れ
、
高
福
寺
住
職
に
よ
っ
て
入
魂
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
文
殊
菩
薩
像

に
つ
い
て
は
平
成
二
十
六
年
三
月
現
在
、
保
存
修
復
を
継
続
中
で
あ
る
。

（
二
）
弥
勒
仏
に
関
す
る
史
料

　

弥
勒
仏
に
関
し
て
こ
れ
ま
で
学
術
的
調
査
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
弥
勒
仏
に
関
す
る
史

料
と
し
て
は
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
弥
勒
堂
の
木
札
に
記
載
さ
れ
て
い
た
「
弥
勒

堂
宇
由
来
」
を
当
時
の
布
敷
区
長
の
仲
省
が
記
録
し
た
文
書
が
あ
る
。
以
下
に
こ
れ
を
示
す

（
一
部
を
新
字
体
に
改
め
た
）。

　
　

彌
勒
堂
宇
ノ
由
來

　
　

 

丹
城
ノ
東
郊
ニ
出
デ
流
レ
ヲ
遡
ッ
テ
上
ル
コ
ト
幾
ン
ド
二
里
計
リ
ニ
シ
テ
布
敷
ノ
邑
ト

ナ
ス
。
邑
ノ
中
ニ
彌
勒
堂
一
宇
ヲ
存
ス
是
レ
即
チ
何
歳
誰
レ
人
ノ
草
創
ナ
ル
ヲ
ヤ
知
ラ

ザ
ル
ナ
リ
。
古
誌
ヲ
按
ズ
ル
ニ
往
昔
乱
兵
境
ニ
入
ッ
テ
一
邑
悉
ク
兵
火
ノ
為
ニ
災
イ

ス
。
玆
レ
ニ
因
ッ
テ
堂
宇
モ
一
時
ニ
回
禄
ス
。
時
ニ
里
人
怪
キ
異
光
ヲ
見
ル
者
有
リ
。

議
シ
テ
之
レ
ヲ
尋
ヌ
ル
ニ
、
即
チ
慈
氏
ノ
尊
像
儼
然
ト
シ
テ
而
モ
斯
ヲ
灰
塵
ノ
中
ニ
得

タ
ル
ナ
リ
。
衆
人
此
レ
ヲ
観
テ
未
曽
有
ナ
リ
ト
讃
歎
セ
ザ
ル
無
シ
。
遂
ニ
一
宇
ヲ
建
立

シ
テ
其
ノ
像
ヲ
堂
上
ニ
安
置
ス
。
之
ニ
依
ッ
テ
幽
俚
ノ
男
女
歸
依
渇
仰
ノ
念
ヒ
ヲ
作
シ

更
ニ
年
々
一
會
ヲ
設
ケ
專
ラ
香　

ノ
因
ヲ
詰
ン
デ
現
ニ
慈
尊
三
會
ノ
曉
ヲ
待
ツ
カ
。
然

リ
ト
雖
モ
星
霜
已
ニ
久
シ
ク
堂
宇
老
朽
シ
尊
像
破
壊
ス
。
此
時
ニ
當
リ
僧
寛
立
邑
ノ
長

宇
四
郎
ト
二
人
主
ト
シ
テ
復
セ
ズ
ン
バ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
思
ヒ
化
（
貨
）
ヲ
十

方
ニ
募
リ
一
邑
相
共
ニ
力
メ
テ
之
ヲ
革
メ
創
ル
。
尊
像
モ
亦
タ
更
メ
新
ニ
ス
。
時
ニ
貞

享
ニ
乙
丑
年
十
一
月
二
日
ナ
リ
。
然
シ
ヨ
リ
己
ノ
カ
タ
居
諸
既
ニ
百
年
ニ
埀
ト
シ
安
永

年
中
ニ
至
ル
。
斯
ノ
時
邑
中
ノ
善
男
子
等
棟
宇　

ニ
撓
ト
シ
テ
勢
ヒ
久
シ
難
キ
ヲ
見
テ

仍
リ
乃
チ
爲
メ
ニ
徃
復
較
量
シ
テ
之
ヲ
革
メ
造
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
財
力
共
ニ
乏
シ
キ
ヲ

如
何
セ
ン
。
此
ニ
於
テ
数
歳
ノ
間
他
郷
辟
幽
ヲ
厭
ワ
ズ
普
ク
化
シ
テ
更
ル
く
斯
ヲ
相
爲

ス
。
或
時
ハ
早
晨
星
ヲ
戴
テ
出
デ
暮
ニ
ハ
露
ヲ
蹈
ン
デ
還
ル
。
又
或
時
木
ヲ
伐
リ
材
ヲ

出
シ
テ
以
テ
之
ヲ
剹
合
ス
。
厥
ノ
巧
勞
艱
難
勝
テ
數
フ
ベ
カ
ラ
ズ
。
今
日
本
安
永
七
戌

年
十
月
二
十
四
日
工
ヲ
鳩
メ
材
ヲ
量
テ
之
ヲ
經
始
ス
。
而
シ
テ
同
年
臘
月
朔
日
造
リ
成

ル
コ
ト
ヲ
是
ノ
日
隣
峰
ノ
主
盟
及
ビ
山
野
ヲ
請
シ
堂
ニ
就
テ
大
法
ヲ
演
説
シ
專
等
當
境

歸
依
ノ
善
男
善
女
及
ビ
十
方
化
緑
ノ
信
俗
等
此
眼
力
ニ
乘
ジ
テ
終
ニ
龍　

會
上
ノ
春
ニ

坐
セ
ン
コ
ト
ヲ
祈
ル
者
也
。
伏
テ
惟
レ
バ
厥
ノ
堂
爲
ル
哉
。
萃
麗
嚴
飾
ニ
シ
テ
斯
レ
ヲ

舊
制
ニ
視
ブ
ル
ニ
大
ニ
逕
庭
ア
リ
。
皆
以
テ
邑
中
ノ
赤
心
熱
腸
ナ
ル
者
カ
。
予
不
敏
ト

雖
モ
聊
カ
堂
宇
ノ
來
由
ヲ
誌
シ
以
テ
後
人
ニ
告
ク
ル
ナ
リ
。
永
ク
修
創
ヲ
加
ヘ
以
テ
後

代
ニ
傳
ヘ
バ
則
チ
現
存
ノ
厚
福
。
亡
者
ノ
離
苦
。
爾
シ
豈
ニ
其
ノ
㓛
ノ
甚
ダ
大
イ
ナ
ラ

ザ
ラ
ン
ヤ
。
此
レ
ヲ
記
ト
爲
ス
。

　
　
　

維
時
安
永
七
龍
集
著
雍
關
戌
年
臘
月
吉
旦

　
　
　

高
福
七
世
現
従　
　

家
山
叟
誌

　
　
　

庄
主　
　
　
　
　
　

長
五
郎

　
　
　

年
寄　
　
　
　
　
　

宇
四
郎

　
　
　

願
主　
　
　
　
　
　

當
村
若
者
中

「
彌
勒
堂
宇
ノ
由
來
」
は
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
の
弥
勒
堂
再
建
時
に
記
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
布
敷
村
の
弥
勒
堂
の
創
建
年
代
は
不
明
で
あ
り
、
あ
る
時
戦
乱
で
焼

失
し
た
が
慈
氏
（
弥
勒
）
の
尊
像
は
焼
け
残
っ
た
。
こ
の
時
、
弥
勒
像
は
灰
の
中
で
光
り
輝

い
て
お
り
、
村
人
は
こ
れ
を
未
曾
有
の
こ
と
と
讃
嘆
し
て
弥
勒
堂
を
再
建
し
た
。
以
後
、
弥

勒
像
は
人
々
の
信
仰
を
集
め
篤
く
供
養
さ
れ
て
き
た
が
、
弥
勒
堂
は
老
朽
化
し
弥
勒
像
も
破

損
し
た
た
め
、
貞
享
二
年
（
一
六
六
五
）
に
弥
勒
堂
が
再
建
さ
れ
、
弥
勒
菩
薩
も
新
た
に
作

り
直
さ
れ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
安
永
七
年
、
財
政
困
窮
の
中
で
村
民
が
力
を
合
わ
せ
て
弥
勒

堂
が
再
び
再
建
さ
れ
た
。

　

上
記
の
記
事
が
事
実
を
伝
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
布
敷
に
は
江
戸
時
代
以
前
か
ら
弥
勒
仏

が
祀
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
の
弥
勒
仏
は
貞
享
二
年
に
新
た
に
作
り
直
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
み
ら
れ
る
。
安
永
七
年
に
弥
勒
仏
が
再
び
作
り
直
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
記

述
が
な
い
が
、
修
理
が
施
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
以
上
、
仲
）。

（
三
）
舞
鶴
市
布
敷
地
区
に
伝
わ
る
仏
像
に
つ
い
て
の
所
見

　
　

弥
勒
堂
に
伝
わ
っ
た
伝
弥
勒
菩
薩
坐
像
に
つ
い
て

　

本
像
は
、
古
来
弥
勒
菩
薩
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
た
が
、
図
像
的
に
は
や
や
特
異
な
部
分

が
あ
る
。
一
般
に
、
弥
勒
に
は
菩
薩
形
と
如
来
形
が
あ
り
、
菩
薩
形
と
し
て
は
半
跏
思
惟
像

の
ほ
か
坐
像
ま
た
は
立
像
で
左
手
に
宝
塔
を
載
せ
た
蓮
華
を
執
る
も
の
、
坐
像
で
両
手
を
脚

上
で
重
ね
、
宝
塔
を
執
る
も
の
が
あ
る
。
如
来
形
は
釈
迦
如
来
と
ほ
ぼ
同
形
で
、
宝
塔
は
執

ら
な
い
。
し
か
し
、
本
像
は
如
来
形
な
が
ら
左
手
に
宝
塔
を
執
る
。
こ
れ
は
、
本
像
が
本
来
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別
の
如
来
像
で
あ
っ
た
も
の
が
改
変
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
像
は
左
手
の
指
が
曲

げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
前
身
像
は
薬
壺
を
持
っ
た
薬
師
如
来
像
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

前
出
の
弥
勒
堂
の
棟
札
に
記
載
さ
れ
て
い
た
と
い
う
「
弥
勒
堂
宇
ノ
由
来
」
よ
れ
ば
、
貞

享
二
年
（
一
六
六
五
）
に
老
朽
化
し
た
旧
堂
に
代
え
て
新
堂
を
建
立
し
、
そ
の
際
に
仏
像
も

新
造
し
た
と
い
う
。
本
像
が
こ
の
時
の
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
完
全
な
新
造
で
な
く
、
他

の
古
像
を
造
り
変
え
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
実
は
、
本
像
の
台
座
の
裏
に
も
「
千
手

観
音
」
の
墨
書
が
あ
り
、
こ
れ
も
転
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
像
が
改
造
さ
れ
た
と
す

れ
ば
実
際
に
造
ら
れ
た
の
は
貞
享
二
年
以
前
と
な
る
が
、
様
式
的
に
は
江
戸
時
代
で
あ
り
、

そ
れ
も
寛
永
期
（
一
六
二
四
〜
四
四
）
を
遡
る
も
の
で
は
な
い
。

　

本
像
は
、
全
体
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
は
良
く
、
顔
つ
き
も
穏
や
か
で
、
衣
の
表
現
も
的
確

で
あ
る
。
作
風
的
に
は
地
方
作
特
有
の
個
性
は
な
く
、
よ
く
整
っ
て
お
り
、
一
種
の
品
格
も

感
じ
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
京
の
都
で
造
ら
れ
、
運
ば
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

文
殊
堂
に
伝
わ
る
文
殊
菩
薩
坐
像
に
つ
い
て

　

本
像
は
獅
子
座
に
乗
っ
た
半
跏
像
で
あ
る
。
文
殊
菩
薩
像
は
普
賢
菩
薩
像
と
と
も
に
釈
迦

如
来
の
脇
侍
を
構
成
す
る
が
、
智
慧
の
文
殊
と
し
て
独
尊
で
信
仰
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
本

像
は
様
式
的
に
は
弥
勒
堂
本
尊
よ
り
新
し
く
、
江
戸
時
代
中
ご
ろ
〜
末
の
作
と
み
ら
れ
る
。

た
だ
、
台
座
の
獅
子
に
比
べ
て
像
が
小
さ
く
、
本
来
の
像
が
失
わ
れ
た
た
め
補
わ
れ
た
可
能

性
も
考
え
ら
れ
よ
う
（
以
上
、
山
﨑
）。

二
．
如
来
像
の
保
存
修
復

　

本
学
歴
史
遺
産
学
科
の
保
存
修
復
演
習
授
業
で
布
敷
地
区
の
仏
像
を
修
復
し
た
経
過
を
時

系
列
に
沿
っ
て
左
に
解
説
す
る
。

（
一
）
本
学
に
仏
像
を
搬
入

　

二
〇
一
二
年
一
月
三
十
一
日

　
　

 

仲
、
山
﨑
、
岡
田
の
三
名
が
布
敷
地
区
を
訪
問
し
、
弥
勒
堂
な
ら
び
に
文
殊
堂
に
安
置

さ
れ
た
仏
像
に
つ
い
て
現
状
を
確
認
し
、
略
測
、
写
真
撮
影
を
行
っ
た
（
写
真
1
・
2
）。

　

二
〇
一
二
年
四
月
二
日

　
　

 　

仲
、
山
崎
、
岡
田
、
歴
史
遺
産
学
科
三
回
生
二
名
（
水
谷
誠
・
普
代
桃
子
）
の
計
五
名

が
布
敷
公
民
館
を
訪
問
し
、
弥
勒
堂
に
安
置
さ
れ
た
伝
弥
勒
如
来
像
と
文
殊
堂
に
伝
わ

る
文
殊
菩
薩
像
の
梱
包
作
業
を
行
っ
た
。
梱
包
し
た
仏
像
は
後
日
、
仲
が
本
学
に
搬
入

し
た
。

（
二
）
調
書
作
成
（
歴
史
遺
産
学
科
・
保
存
修
復
演
習
1
授
業
）

　
　

 

山
﨑
・
岡
田
担
当
の
保
存
修
復
演
習
の
授
業
に
お
い
て
如
来
像
と
文
殊
菩
薩
像
を
教
材

と
し
て
、
仏
像
の
種
類
と
時
代
様
式
、
法
量
の
計
測
方
法
の
説
明
を
山
﨑
が
行
な
っ
た

（
写
真
3
）。

　

仏
像
の
現
状
調
査
（
二
〇
一
二
年
四
月
十
二
日
）

　
　

 

仏
像
の
現
状
調
査
と
修
理
仕
様
に
つ
い
て
、
左
の
と
お
り
に
観
察
を
行
っ
た
。

　

本
躰
の
形
状

　
　

 

肉
髻
相
を
表
し
螺
髪
を
彫
出
す
る
。
肉
髻
珠
、
白
毫
相
を
表
し
、
耳
朶
は
環
状
で
三
道

を
彫
出
す
る
。
顔
を
前
に
向
け
、
結
跏
趺
坐
す
る
。
両
手
は
屈
し
、
左
手
は
膝
上
に
置

き
、
五
指
を
緩
め
て
宝
塔
を
執
る
。
右
手
は
前
に
し
て
五
指
を
伸
ば
す
。

　

品
質
構
造

　
　

 　

桧
材
寄
木
造
。
内
刳
。
肉
身
金
泥
、
衣
漆
箔
。
玉
眼
。

　
　

 

構
造
は
頭
体
別
木
の
挿
し
首
で
、
頭
部
は
前
後
二
材
、
体
部
は
前
後
三
材
で
左
体
側
、

右
膝
奥
に
各
一
材
を
寄
せ
、
両
脚
部
、
裳
先
（
欠
）
を
矧
ぐ
。
右
手
は
肩
、
肘
、
手
首

（
手
首
先
欠
）、
左
手
は
袖
口
を
別
材
と
し
、
手
首
先
を
差
し
込
む
。
内
刳
は
像
底
に
及

ば
ず
、
平
面
を
な
す
。

　

損
傷
状
態

　　
（
イ
） 

表
面
の
漆
箔
の
汚
損
、
風
化
が
進
み
、
衣
の
腹
部
か
ら
脚
部
に
か
け
て
緊
迫
が
剥

落
し
て
い
た
。

　　
（
ロ
） 

右
手
首
先
と
左
手
の
指
先
、
裳
先
が
欠
失
し
て
い
た
。

　

光
背

　
　

 
光
背
は
輪
光
と
柄
の
二
部
か
ら
な
る
。
光
背
の
輪
光
は
漆
箔
仕
上
げ
で
あ
り
、
像
の
背

面
に
あ
る
柄
は
黒
漆
塗
り
で
漆
箔
は
押
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　　
（
イ
） 
柄
の
枘
部
の
木
質
が
劣
化
し
、
接
合
部
に
緩
み
が
生
じ
機
能
し
な
く
な
っ
て
い

た
。

　　
（
ロ
）
全
体
に
亘
り
埃
を
か
ぶ
っ
て
い
た
。

　　
（
ハ
）
金
箔
、
漆
塗
り
部
の
風
化
が
進
み
、
漆
箔
部
が
剥
落
し
素
地
が
露
出
し
て
い
る
箇
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所
が
あ
っ
た
。

　

台
座

　
　

 

台
座
は
蓮
華
座
で
、
上
か
ら
迎
蓮
、
反
花
、
框
、
受
座
、
台
輪
、
框
の
六
段
で
、
各
六

方
矧
ぎ
寄
せ
で
あ
る
。
台
輪
の
各
面
に
雲
文
を
施
し
、
雲
文
の
周
囲
を
砂
子
地
と
し
、

正
面
か
ら
見
え
る
部
分
は
漆
箔
仕
上
げ
で
あ
り
、
背
面
は
黒
漆
塗
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　　
（
イ
） 

框
の
矧
ぎ
目
が
緩
み
、
離
れ
て
い
た
。

　　
（
ロ
） 
全
体
に
亘
り
埃
を
か
ぶ
っ
て
い
た
。
虫
の
卵
や
巣
が
付
着
し
て
い
た
。

　　
（
ハ
） 
金
箔
、
漆
塗
り
部
の
風
化
が
進
み
、
金
箔
や
漆
箔
部
が
剥
落
し
素
地
が
露
出
し
て

い
る
部
分
が
各
所
に
見
ら
れ
た
。

修
理
仕
様
書

　

共
通
す
る
部
位

　　
（
イ
） 

埃
な
ど
の
清
掃
を
お
こ
な
う
。

　　
（
ロ
） 

表
層
部
の
剥
離
し
て
い
る
箇
所
に
フ
ノ
リ
を
用
い
て
剥
落
止
め
を
行
う
。

　　
（
ハ
） 

素
地
が
露
出
し
て
い
る
箇
所
に
堅
下
地
を
施
し
、
漆
箔
ま
た
は
金
泥
の
古
色
仕
上

げ
と
す
る
。

　

本
躰

　　
（
イ
） 

左
腕
、
袖
の
部
分
の
漆
箔
剥
落
部
に
は
漆
箔
を
施
す
。

　　
（
ロ
） 

欠
失
す
る
右
手
、
手
首
の
接
続
部
は
桧
材
で
補
足
し
尊
容
を
整
え
る
。

　　
（
ハ
） 

欠
失
す
る
左
手
の
第
三
指
、
第
四
指
の
指
先
は
桧
材
で
補
足
し
尊
容
を
整
え
る
。

　　
（
二
） 

欠
失
す
る
裳
先
の
先
端
部
は
桧
材
で
新
補
し
尊
容
を
整
え
る
。
地
付
の
部
分
に
は

元
来
の
像
底
に
倣
い
布
貼
り
を
お
こ
な
う
。

　　
（
ホ
） 

持
物
な
ど
小
欠
損
が
見
ら
れ
る
箇
所
に
は
、
漆
木
屎
を
用
い
て
補
足
し
尊
容
を
整

え
る
。

　

光
背

　　
（
イ
） 

枘
を
機
能
さ
せ
る
た
め
柄
を
新
た
に
補
足
し
、
竹
釘
を
用
い
て
固
定
す
る
。
新
補

の
柄
は
堅
下
地
、
漆
箔
仕
上
げ
と
す
る
。

　

台
座

　　
（
イ
） 

虫
の
巣
や
卵
の
除
去
を
お
こ
な
う
。

　　
（
ロ
） 

脱
落
し
て
い
る
框
座
を
接
着
し
、
漆
箔
仕
上
げ
を
お
こ
な
う
（
以
上
、
山
﨑
）。

（
三
）
学
生
に
よ
る
仏
像
の
修
復

　

如
来
像
の
法
量
計
測
（
二
〇
一
二
年
四
月
十
九
日
）

　
　

如
来
像
の
各
部
位
の
計
測
結
果
を
表
一
に
ま
と
め
た
。

　

本
躰
： 

像
高
、
頭
頂
〜
顎
、
髪
際
〜
顎
、
面
幅
、
耳
張
、
面
奥
、
肘
張
、
膝
高
左
、
膝
高

右
、
膝
奥
、
裳
先
奥
を
計
測
し
た
。

　

光
背
： 

光
背
は
輪
光
背
で
、
全
高
、
輪
光
の
直
径
、
輪
光
幅
、
輪
光
厚
を
計
測
し
た
。

　

台
座
： 

六
角
形
の
蓮
華
座
で
あ
り
、
蓮
肉
厚
、
蓮
肉
径
。
台
座
と
像
高
を
合
わ
せ
た
高
さ

を
計
測
し
た
。

　

写
真
撮
影
（
二
〇
一
二
年
四
月
二
十
六
日
・
写
真
4
）

　
　

 

如
来
像
・
文
殊
菩
薩
像
の
写
真
撮
影
を
行
っ
た
。
各
仏
像
の
部
位
の
名
称
、
保
存
状
態

に
つ
い
て
山
崎
が
説
明
を
行
っ
た
。

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
二
〇
一
二
年
五
月
十
日
・
写
真
5
）

　
　

 　

仏
像
表
面
お
よ
び
台
座
に
た
ま
っ
た
ほ
こ
り
を
筆
で
掃
き
取
っ
た
。
台
座
下
框
は
六

枚
の
板
を
矧
ぎ
合
わ
せ
て
お
り
、
一
部
が
緩
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
い
っ
た
ん
す
べ
て

取
り
外
し
、
再
接
着
す
る
こ
と
に
し
た
。
台
座
内
面
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
内
面

を
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
台
座
内
面
に
「
千
手
観
音
」、「
宥
鏡
」（
？
）
の
墨
書
が
あ
っ
た

（
写
真
6
）。
前
者
は
こ
の
台
座
が
本
来
千
手
観
音
像
に
付
属
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ

せ
、
後
者
は
僧
侶
の
名
前
で
あ
ろ
う
（1）
。
さ
ら
に
、「
千
手
観
音
像
」
の
文
字
の
下
部

に
、
文
字
と
直
交
す
る
方
向
に
「
象
」
の
戯
画
が
描
か
れ
て
い
た
（
写
真
7
）。

表 1　如来像の法量

部位 法量（cm）
全高 76.3

本躰 像高 38.2

頭頂～顎 12.1

髪際～顎 7.7

面幅 12.6

耳張 9.1

面奥 10.0

肘張 24.3

膝高左 6.4

膝高右 6.4

膝奥 23.5

裳先奥 28.7

光背 全高 49.4

輪光径 26.8

輪光幅 2.7

輪光厚 1.3

台座 蓮肉厚 10.3

蓮肉径 38.1
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剥
落
部
分
の
仮
留
め
（
二
〇
一
二
年
五
月
十
七
日
〜
三
十
一
日
・
写
真
8
）

　
　

 　

仏
像
表
面
お
よ
び
台
座
表
面
の
漆
箔
が
浮
き
上
が
っ
て
剥
が
れ
か
か
っ
て
い
る
箇
所

を
、
フ
ノ
リ
の
二
パ
ー
セ
ン
ト
水
溶
液
を
用
い
て
仮
留
め
を
行
っ
た
。
光
背
は
輪
光
と

緩
ん
だ
柄
を
解
体
し
、
部
材
ご
と
に
フ
ノ
リ
で
剥
落
留
め
を
行
っ
た
。

　

台
座
框
の
接
着
（
二
〇
一
二
年
六
月
十
四
日
・
写
真
9
）

　
　

 　

台
座
框
は
六
枚
の
板
を
矧
ぎ
合
わ
せ
て
い
た
が
、
矧
ぎ
合
わ
せ
面
が
緩
ん
で
い
た
た

め
、
膠
を
用
い
て
接
着
し
た
。
六
枚
の
板
の
角
が
合
う
よ
う
に
板
材
を
配
置
し
、
接
着

個
所
を
確
認
し
た
う
え
で
、
三
千
本
膠
を
前
日
か
ら
水
に
浸
し
て
軟
化
さ
せ
た
も
の
を

加
温
し
て
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
濃
度
に
調
整
し
、
そ
れ
を
六
角
形
に
組
み
立
て
た
。
接
着

後
、
木
の
歪
に
よ
り
接
着
面
に
間
隙
の
生
じ
た
箇
所
が
あ
り
、
そ
こ
に
桧
の
薄
板
を
挟

ん
で
膠
で
固
定
し
た
。

　

欠
失
部
の
補
作
（
二
〇
一
二
年
六
月
二
十
八
日
〜
二
〇
一
四
年
三
月
、
担
当
：
水
谷
誠
）

　
　

光
背
の
柄
の
取
り
換
え

　
　

 　

如
来
像
光
背
の
柄
の
枘
が
摩
耗
し
て
輪
光
が
前
に
傾
き
、
螺
髪
に
接
し
て
い
た
。
そ

こ
で
、
柄
を
桧
材
で
新
補
し
た
。

　
　

裳
先
の
新
補
（
写
真
10
）

　
　

 　

如
来
像
の
裳
先
が
欠
失
し
て
い
た
た
め
、
大
学
院
生
の
李
宣
周
が
桧
材
を
用
い
て
裳

先
部
分
の
新
補
を
担
当
し
た
。

　
　

右
手
首
先
の
補
作
（
写
真
11
）

　
　

 　

坐
像
の
右
手
は
手
首
か
ら
先
が
欠
失
し
て
い
た
た
め
、
現
存
し
て
い
る
左
手
を
参
照

し
て
手
の
大
き
さ
を
決
め
、
桧
材
で
補
作
し
た
。
通
常
、
江
戸
時
代
の
仏
手
は
厚
み
が

少
な
く
、
本
像
の
手
も
厚
み
の
少
な
い
仏
手
に
し
た
。

　
　

左
手
第
三
指
・
第
四
指
の
指
先
の
補
作
（
写
真
12
）

　
　

 　

左
手
第
三
指
、
第
四
指
の
先
端
が
欠
損
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
桧
材
で
欠
損
部
分
を

補
作
し
た
。

　

補
作
部
分
の
漆
塗
装
と
金
箔
押
し
（
担
当
：
李
宣
周
）

　
　

 　

台
座
框
の
接
合
後
、
砥
粉
を
水
で
耳
た
ぶ
程
度
の
柔
ら
か
さ
に
練
り
、
つ
い
で
等
容

量
の
生
漆
と
混
ぜ
て
錆
漆
を
作
り
、
接
着
の
隙
間
を
充
填
し
た
。
つ
い
で
、
框
外
面
に

錆
漆
を
塗
布
後
、
黒
漆
仕
上
げ
と
し
た
。
錆
漆
の
上
に
テ
レ
ピ
ン
油
を
混
ぜ
た
漆
を
塗

り
、
錆
漆
の
色
を
落
ち
着
か
せ
た
。
そ
の
後
、
砂
粉
地
の
欠
失
部
に
砂
を
蒔
き
、
漆
箔

の
剥
落
部
位
に
は
漆
下
地
を
施
し
た
う
え
、
金
箔
を
押
し
、
古
色
仕
上
げ
と
し
た
（
写

真
13
・
14
）。

　
　

 　

右
手
の
手
首
よ
り
先
、
左
手
の
第
三
・
第
四
指
の
先
端
に
つ
い
て
錆
漆
を
施
し
た

後
、
ベ
ン
ガ
ラ
を
混
和
し
た
赤
み
を
帯
び
た
漆
を
塗
布
後
、
表
面
を
消
粉
仕
上
げ
と
し

た
（
写
真
15
・
16
）（2）
。

　
　

 　

裳
先
の
補
作
部
分
、
衲
衣
部
分
の
金
箔
剥
落
部
分
に
漆
を
塗
布
し
、
つ
い
で
金
箔
を

押
し
た
（
写
真
17
・
18
）。
像
底
は
板
で
塞
が
れ
て
お
り
、
そ
の
上
に
布
が
貼
ら
れ
、
さ

ら
に
黒
漆
が
塗
布
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
補
作
部
分
に
も
麻
布
を
貼
っ
た
う
え
で
黒

漆
を
塗
布
し
た
。

　
　

 　

修
理
報
告
書
を
作
成
す
る
た
め
、
仏
像
の
修
復
前
・
修
復
後
の
写
真
（
写
真
19
）
を
も

と
に
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
を
用
い
て
図
を
起
こ
し
、
修
理
個
所
を
明
示
し
た
（
図

1
〜
図
3
参
照
）。

三
．
如
来
像
の
材
質
調
査
（
二
〇
一
二
年
五
月
三
十
日
）

（
一
）
如
来
像
の
エ
ッ
ク
ス
線
透
視
調
査

　

エ
ッ
ク
ス
線
透
視
撮
影
の
結
果
、
躰
内
納
入
物
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
同
時
に
、
矧
ぎ

あ
わ
せ
部
分
を
鎹
で
留
め
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
鎹
の
位
置
を
図
3
に
示
し
た
。
材
の

露
出
部
分
が
少
な
く
、
試
料
を
採
取
し
て
い
な
い
が
、
目
視
に
よ
る
と
材
は
桧
材
の
可
能
性

が
高
い
。

（
二
）
漆
箔
の
顕
微
鏡
観
察
（
二
〇
一
二
年
七
月
十
二
日
）

　

剥
落
し
た
漆
箔
片
を
も
と
に
漆
箔
断
面
の
薄
片
を
作
製
し
、
透
過
光
に
よ
る
顕
微
鏡
観
察

を
行
っ
た
。
漆
箔
断
面
の
観
察
に
あ
た
り
、
試
料
を
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
（
主
剤
：
ア
デ
カ
レ
ジ
ン

Ｅ
Ｐ
四
二
〇
〇
、
硬
化
剤
：
ア
デ
カ
ハ
ー
ド
ナ
ー
四
三
三
二
、
配
合
比
五
：
二
）
に
包
埋
し
、
試
料
断

面
を
垂
直
に
研
磨
し
て
、
最
初
に
反
射
光
に
よ
る
観
察
を
行
い
、
写
真
撮
影
を
行
っ
た
。
次

い
で
研
磨
し
た
面
を
鉱
物
用
ス
ラ
イ
ド
ガ
ラ
ス
（
厚
さ
一・
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
に
包
埋
用
エ
ポ

キ
シ
樹
脂
で
接
着
し
、
試
料
の
厚
さ
を
約
二
〇
ミ
ク
ロ
ン
メ
ー
ト
ル
ま
で
研
磨
し
て
、
生
物

顕
微
鏡
な
ら
び
に
偏
光
顕
微
鏡
、
走
査
型
電
子
顕
微
鏡
に
よ
り
観
察
を
行
っ
た
。
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主
な
観
察
点
は

　
　
　

①　

反
射
光
に
よ
る
塗
膜
断
面
の
色
調
の
観
察
な
ら
び
に
修
理
の
有
無
の
推
定

　
　
　

②　

透
過
光
観
察
に
よ
る
下
地
混
和
物
の
種
類
の
推
定

　
　
　

③　

 

走
査
型
電
子
顕
微
鏡
（H

ITA
CH

I-M
iniscope-TM

一
〇
〇
〇
）
に
よ
る
金
箔
層
の
観

察
（
以
下
、
Ｓ
Ｅ
Ｍ
像
と
略
す
）
と
同
顕
微
鏡
付
属
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
散
型
エ
ッ

ク
ス
線
分
析
装
置
（Sw

ift　

ED
-TM

）
を
も
ち
い
て
元
素
の
成
分
分
析
（
収
集
条

件
：
収
集
時
間
一
〇
〇
秒
、
プ
ロ
セ
ス
タ
イ
ム
四
、
加
圧
電
圧
一
五
Ｋ
Ｖ
）

で
あ
る
。

　

左
に
漆
箔
断
面
の
下
地
、
漆
層
、
金
箔
に
つ
い
て
、
反
射
光
、
透
過
光
、
Ｓ
Ｅ
Ｍ
像
の
観

察
結
果
な
ら
び
に
Ｅ
Ｄ
Ｓ
に
よ
る
元
素
分
析
の
結
果
を
解
説
す
る
。

　

顕
微
鏡
観
察
に
よ
り
、
下
地
層
は
三
層
（
写
真
の
赤
い
矢
印
）
よ
り
な
り
、
微
細
な
結
晶
が

均
一
に
分
散
し
て
い
た
（
写
真
20
）。
下
層
の
ほ
う
が
上
層
よ
り
も
や
や
色
が
濃
く
な
っ
て
い

た
。
こ
の
部
分
を
走
査
型
電
子
顕
微
鏡
付
属
の
Ｅ
Ｄ
Ｓ
に
よ
り
元
素
分
析
し
た
結
果
、
カ
ル

シ
ウ
ム
を
検
出
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
下
地
構
成
材
料
は
貝
殻
胡
粉
で
あ
る
と
推
測
し

た
。
層
に
よ
る
色
味
の
違
い
は
油
煙
類
を
混
和
し
た
結
果
と
み
ら
れ
る
。
つ
い
で
、
漆
箔
部

分
の
観
察
を
行
っ
た
。
走
査
型
電
子
顕
微
鏡
に
よ
る
観
察
で
は
、
箔
は
単
層
で
あ
る
が
箔
が

重
な
る
部
分
も
認
め
ら
れ
た
。
Ｅ
Ｄ
Ｓ
に
よ
る
元
素
分
析
の
結
果
、
箔
は
金
が
主
成
分
で
あ

り
、
わ
ず
か
に
銀
を
含
ん
で
い
た
（
以
上
岡
田
）。

お
わ
り
に

　

舞
鶴
市
布
敷
地
区
に
伝
わ
る
如
来
像
を
本
学
歴
史
遺
産
学
科
で
お
預
か
り
し
、
約
二
年
間

か
け
て
修
復
と
剥
落
片
の
自
然
科
学
的
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
修
復
は
仏
像
修
復
・

古
典
技
法
の
研
究
を
専
門
と
す
る
山
﨑
の
指
導
の
も
と
、
学
部
生
と
大
学
院
生
が
中
心
に

な
っ
て
進
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
物
に
直
接
触
れ
、
し
か
も
修
復
作
業
に
最
初
か
ら
最
後
ま

で
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
学
生
に
と
っ
て
大
変
貴
重
な
経
験
で
あ
り
、
ま
た
自
信

と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
四
年
四
月
十
三
日
に
は
舞
鶴
市
布
敷
地
区
の
公

民
館
に
お
い
て
仏
像
修
復
作
業
の
報
告
会
、
な
ら
び
に
入
魂
式
が
行
わ
れ
、
学
生
・
教
員
と

も
ど
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
地
元
の
方
々
に
修
復
結
果
を
た
い
へ
ん
喜
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
地
域
の
文
化
遺
産
継
承
を
教
育
目
標
と
す
る
本
学
歴
史

遺
産
学
科
の
学
生
・
教
員
に
と
っ
て
も
大
き
な
喜
び
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
新
補
を
担
当
し

た
学
生
は
本
修
復
作
業
に
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
仏
像
修
理
を
専
門
と
す

る
修
復
工
房
（
公
益
財
団
法
人
美
術
院
）
に
就
職
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
歴

史
遺
産
学
科
内
に
お
い
て
実
物
を
通
し
た
修
復
作
業
を
行
え
た
こ
と
は
、
そ
れ
に
直
接
か
か

わ
っ
た
学
生
の
み
な
ら
ず
、
後
輩
に
と
っ
て
も
大
き
な
刺
激
と
な
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

謝
辞　

 

舞
鶴
市
布
敷
地
区
に
伝
わ
る
如
来
像
を
修
復
す
る
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
舞
鶴

市
布
敷
地
区
自
治
会
の
関
係
者
の
皆
様
方
に
、
衷
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

註（1）　

 

文
字
の
解
読
は
歴
史
遺
産
学
科
の
坪
井
剛
講
師
に
よ
る
。

（2）　

 

漆
塗
装
お
よ
び
消
粉
の
扱
い
に
つ
い
て
本
学
非
常
勤
講
師
の
北
村
繁
氏
よ
り
ご
指
導
を
い

た
だ
い
た
。
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写真 2　文殊堂における文殊像の調査（2012.1.31）写真 1　弥勒堂における如来像の調査（2012.1.31）

写真 4　処理前の写真撮影（2012.4.26）写真 3　学生による調書作成・法量計測（2012.4.19）

写真 6　�框の内側の観察台座内面に書かれた墨書、「千手観音」
と「宥鏡」か？（2012.5.17）

写真 5　台座のクリーニング（2012.5.10）
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写真 8　フノリによる剥落とめ（2012.5.17）写真 7　台座内面隅に描かれた象（2012.5.17）

写真 10　裳先の欠失部の補作写真 9　緩んだ台座框の接着（隙間に薄板を埋めた）

写真 11　右手首先の補作（左：右手先の欠失状態、右：補作）
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写真 12　左手第 3指・第 4指の先端の欠失部分の補作（左：正面、右：補作後）

写真 13　台座砂子蒔き部分（左：剥落、中：砂を蒔く、右：金箔を押す）

写真 14　台座の漆剥落部分（左：漆を塗布、中：金箔を押す、右：古色仕上げ）

写真 15　右手先の漆箔仕上げ（左：下地付け、中：黒漆塗布、右：消粉仕上げ）
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写真 16　左手指先（左：黒漆塗、右：消粉仕上げ）

写真 17　箔押し作業（左：箔を切る、中：金箔を置く、右：古色仕上げ）

写真 18　裳先（左：漆塗布、中：金箔押し、右：古色仕上げ）

写真 19　台座、本尊の修復完成（左：修復前、右：修復後）
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写真 20　塗膜断面の顕微鏡写真（透過光）

図 1　修理個所の部位（斜線部） 図 2　台座・光背の修理個所（斜線部） 図 3　鎹の部位
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